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出町ゆかり
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３
月
議
会
で
の
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
が
行
っ
た
一

般
質
問
の
内
容
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

中
村
玲
子

一
般
質
問

３月
議会

自
治
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化
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他
市
で
の
終
活
支
援

　

横
須
賀
市
で
は
一
人
暮
ら
し
で
身
寄
り
の
な
い
市
民
を
対
象

に
、
死
後
の
手
続
き
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
時
に
、
病
院
・
消
防
・
警
察
・
福
祉
事
務
所
や
、

本
人
が
指
定
し
た
方
に
知
ら
せ
る
な
ど
、
本
人
の
意
思
を
実
現
す

る
支
援
事
業
で
す
。
神
奈
川
県
大
和
市
で
は
、
昨
年
７
月
に
全
国

で
初
め
て
「
終
活
支
援
条
例
」
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
成
立
し
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
を

新
設
し
、
国
や
地
方
自
治
体
の
シ
ス
テ
ム
や
規
定
を
全
国
で
標
準

化
・
共
通
化
し
て
（
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
に
）、
個
人
情
報
を

含
む
デ
ー
タ
間
の
利
用
を
強
力
に
進
め
る
も
の
で
す
。

　

日
本
政
府
は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
い
や
す
く
す
る
た
め
に
、

地
方
自
治
体
が
設
定
し
て
い
る
個
人
情
報
保
護
条
例
を
す
べ
て
リ

セ
ッ
ト
し
、
国
の
法
律
の
範
囲
内
の
条
例
に
し
ま
す
。
中
村
議
員

は
国
が
実
施
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
か
ら
「
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
市
は
「
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
国
の
法

律
で
ル
ー
ル
を
統
一
す
る
の
で
、市
の
条
例
と
差
異
は
生
じ
る
が
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
取
り
扱
い
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　

高
槻
市
は
、
条
例
で
厳
し
く
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
、

他
市
に
な
い
項
目
も
条
例
に
盛
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。
中
村
議
員

は
「
そ
れ
が
な
く
な
れ
ば
、
当
然
取
り
組
み
も
変
わ
る
の
で
は
な

い
か
。
今
ま
で
の
高
槻
市
の
良
さ
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
条
例
は

変
え
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
ま
し
た
。

高
槻
市
に
終
活
支
援
求
め
る

　

中
村
議
員
は
他
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、「
高
槻
市
で
も
終

活
支
援
を
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
方
が

入
院
や
介
護
施
設
へ
の
入
所
の
時
に
必
要
に
な
る『
身
元
保
証
人
』

に
つ
い
て
は
、
市
が
保
障
す
る
考
え
は
な
い
の
か
」
と
質
問
。
市

は
「
終
活
支
援
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
す
る
。
施
設

へ
の
入
所
時
に
は
、身
元
保
証
人
等
が
い
な
い
こ
と
に
よ
り
、サ
ー

ビ
ス
提
供
を
拒
否
す
る
正
当
な
理
由
に
は
該
当
し
な
い
こ
と
が
国

の
通
知
等
で
示
さ
れ
て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
身
元
保
証
人
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
は
、
全
国
の
医
療
機
関
の
65
％
、
介

護
施
設
の
96
％
が
「
身
元
保
証
人
」
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
、
実
態
を
把
握
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
終
活
は
単
な
る
身
辺
整

理
で
は
な
く
、
残
り
の
人
生
を
よ
り
良
い

も
の
に
す
る
た
め
に
行
う
活
動
。「
ひ
と

り
に
な
っ
て
も
独
り
ぼ
っ
ち
に
さ
せ
な
い

ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
終
活
支
援

に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
し
ま
し
た
。

不
登
校
の
子
ど
も
達
へ
の
支
援

不
登
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へ
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支
援

き
よ
た
純
子

　

２
０
２
０
年
度
の
不
登
校
は
全
国
で
19
万
６
１
２
７
人
と
８
年

連
続
で
過
去
最
多
。
不
登
校
は
学
校
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
社
会

に
問
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
多
様
な
支
援
が
必
要
と
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
学
習
へ
の
出
席
扱
い
を
認
め
、
学
校
内
に
も
居
心

地
の
い
い
別
室
を
常
設
す
る
こ
と
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
は
「
I
C
T
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
を
行
っ
た

場
合
の
出
席
扱
い
は
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。
学
校
内
の
居
場

所
づ
く
り
は
、受
け
入
れ
体
制
を
整
備
す
る
工
夫
を
行
っ
て
い
る
」

と
答
弁
。
き
よ
た
議
員
は
「
I
C
T
等
を
活
用
し
た
学
習
活
動
へ

の
出
席
扱
い
は
早
く
実
施
を
。
学
校
内
の
居
場
所
は
必
要
に
応
じ

て
設
け
る
別
室
と
常
設
の
別
室
と
で
は
違
う
」
と
主
張
。

　

さ
ら
に
、
教
員
の
欠
員
に
つ
い
て
こ
の
２
年
間
で
９
人
、
８
人

と
教
員
の
欠
員
が
出
て
お
り
、
慢
性
的
な
人
員
不
足
の
早
急
な
解

消
な
ど
求
め
ま
し
た
。
国
・
府
に
体
制
整
備
に
責
任
を
持
つ
よ
う

求
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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司
書
教
諭
は
担
任
や
教
科
も
持
っ
て
お
り
、
授
業
以
外
に
も
、

ク
ラ
ブ
や
生
徒
指
導
な
ど
い
ろ
ん
な
仕
事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
忙
し
い
司
書
教
諭
の
業
務
を
支
援
す
る
、
専
門
的
な

知
識
の
あ
る
学
校
図
書
館
支
援
員
が
配
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

学
校
図
書
館
支
援
員
が
全
小
学
校
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

２
０
２
１
年
度
、
２
０
２
２
年
度
に
か
け
て
学
校
図
書
館
支
援
員

は
11
人
削
減
。
時
間
が
短
く
さ
れ
、
司
書
資
格
が
な
く
て
も
い
い

読
書
活
動
協
力
員
に
変
え
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
学
校
図
書
館
に
日
頃
か
ら
専
門
的
に
対
応
で

き
る
人
が
い
る
こ
と
は
、
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援
が
で

き
、
学
習
に
も
活
か
せ
る
」
と
し
、「
司
書
教
諭
の
業
務
軽
減
を
し
、

学
校
図
書
館
に
関
わ
る
時
間
は
増
や
し
た
の
か
」
と
質
問
。
教
育

委
員
会
は
「
司
書
教
諭
の
業
務
内
容
ご
と
に
従
事
す
る
時
間
は
調

査
し
て
い
な
い
。
司
書
教
諭
と
学
校
司
書
と
が
、
中
学
校
区
で
連

携
協
力
し
た
組
織
体
制
を
新
た
に
構
築
し
て
い
く
」
と
答
弁
し
ま

し
た
。
き
よ
た
議
員
は
司
書
教
諭
が
学
校
図
書
館
に
関
わ
る
時
間

を
調
べ
な
い
で
、
学
校
図
書
館
支
援
員
の
削
減
を
決
め
た
こ
と
を

批
判
し
、「
学
校
図
書
館
に
専
門
知
識
の
あ

る
人
が
常
に
い
た
こ
と
は
カ
バ
ー
で
き
な

い
」
と
学
校
図
書
館
支
援
員
の
削
減
は
中

止
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

阪
急
富
田
駅
の
東
西
踏
切
は
、
遮
断
機
が
下
が
っ
て
い
る
時
間

が
長
い
た
め
混
雑
し
て
極
め
て
危
険
で
す
。
阪
急
富
田
駅
京
都
方

面
行
き
に
待
機
線
が
あ
る
た
め
、
電
車
の
到
着
に
通
常
よ
り
も
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
計
測
す
る
と
、
富
田
西
踏
切
で
は
待
機
線
の

あ
る
京
都
方
面
行
き
の
ほ
う
が
電
車
１
本
に
つ
き
遮
断
機
の
閉

ま
っ
て
い
る
時
間
が
15
秒
長
い
で
す
。
西
踏
切
で
１
時
間
約
30
台

の
車
と
人
、
東
踏
切
で
は
約
50
台
の
車
や
人
が
待
機
線
の
撤
去

で
通
行
で
き
る
効
果
が
あ
る
と
試
算
で
き
ま
す
。
も
と
も
と
、
こ

の
富
田
駅
の
待
機
線
は
高
槻
駅
の
高
架
化
事
業
が
完
了
す
れ
ば
撤

去
さ
れ
る
計
画
で
し
た
。
待
機
線
を
利
用
し
て
い
る
の
は
、
１
日

４
本
だ
け
で
、
土
日
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

出
町
議
員
は
「
踏
切
の
課
題
解
決
、
渋
滞
と
危
険
性
を
少
し
で
も

軽
減
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。
高
槻
市
は
「
大
阪

府
に
対
し
、
今
で
き
る
速
効
的
な
対
策
と
と
も
に
、
抜
本
的
な
対

策
に
つ
い
て
検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

学
校
図
書
館
の
充
実
を

学
校
図
書
館
の
充
実
を

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
２
倍
化
に
反
対

後
期
高
齢
者
医
療
費
の
２
倍
化
に
反
対

富
田
踏
切
遮
断
時
間
短
縮
を

富
田
踏
切
遮
断
時
間
短
縮
を

出
町
ゆ
か
り

　

政
府
は
75
歳
以
上
の
医
療
費
の
窓
口
負
担
に
、
２
割
負
担
を
導

入
（
今
年
10
月
か
ら
実
施
）。
高
槻
市
の
２
割
負
担
の
対
象
者
の
見

込
み
数
は
約
１
万
５
千
人
で
、
約
27
％
に
な
り
ま
す
。

　

２
割
負
担
に
な
る
人
に
３
年
間
の
軽
減
策
が
あ
り
ま
す
。
外
来

受
診
で
月
額
上
限
３
０
０
０
円
以
上
は
、
自
己
負
担
を
し
な
く
て

も
い
い
よ
う
に
限
度
額
を
設
け
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
病
院
に
通
院
す
る
場
合
は
、
限
度
額
を
超
え
た

支
払
い
に
な
る
こ
と
が
あ
り
、
医
療
費
を
返
し
て
も
ら
う
た
め
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者
の
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
が
問
わ
れ
る
時

に
医
療
費
の
負
担
を
増
や
す
の
は
問
題
だ
と
、
後
期
高
齢
者
医
療

後
期
保
険
特
別
会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

ロシアのウクライナ侵略に抗議し、
ウクライナ支援募金を訴えています
　日本共産党が呼びかけたウクライナ支援募金が５日で

１億円を突破し、 中央委員会には累計１億２８万１９６６

円が届けられました。

　寄せられた募金は、 ２回に分け７３２２万５２１３円を国

連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）、国連児童基金（ユ

ニセフ） に届けました。 8 日、 新たに寄せられた

2705 万 6753 円の募金を赤十字国際委員会に届け

ました。 引き続き未送金分は国際支援機関に届けます。

　募金をした人からは、 「どこかで募金したいと思って

いたのでありがたい」 「一刻も早く、 ゆっくり眠れる日

が来ることを願って。 私も声

を上げ活動します」 「全国か

らの募金をＵＮＨＣＲとユニセフに届けてくださったと新

聞で知りました」 などの声が寄せられ、 各地の駅頭、

街頭宣伝や演説会場で次々に協力が広がっています。

　日本共産党は、 ロシア ・プーチン政権による国際法違

反の野蛮なウクライナ侵略を糾弾し、 攻撃の即時停止と

軍の撤退を求め、 全国で行動と宣伝に立ち上がってい

ます。 引き続き募金活動に取り組みます。
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